
























































タイプ 1 観光 まちづくり 観光
従来型の観光地がこれまでの形態では立ち行かなくなり，コンテンツと
して，まちづくりを含めた新たな観光スタイルを模索する。
タイプ 2 観光 まちづくり まちづくり
観光地も持続的な居住地の 1 つであるという地域の側に立って，生活
と観光の調和を図りながら，持続再生型の観光地をめざす。
タイプ 3 まちづくり 観光 観光
祭りや地域文化を大事にした結果，外部から多くの人が訪れるように
なったため，交流を含めた地域活性化に役立てようとめざす。




























































































































































































































定義（前述のA ～ Cの定義）はいずれも，表 1































































































































































































     ＜必要条件＞           ＜基本方針＞           ＜取り組み方針＞    
  まちづくり機運の醸成     活動母体となる組織の育成     ●まちづくり活動の振興 
                                  ●理解・共感の促進 
                                  ●知識・活動意欲の支援 
                 行政の協働体制づくり       ●組織的な対応の促進 
                                  ●計画的なまちづくりの推進 
  定住環境・資源・来訪者    定住環境の持続性の確保      ●生活環境の保全・向上 
  満足度                             ●産業の振興 
  それぞれの持続性の確保                     ●生きがいの創出 
                 資源の持続性の確保        ●資源の発見・再認識 
                                  ●資源価値の向上 
                                  ●利用と保全の調和 
                 来訪者満足度の持続性の確保    ●ホスピタリティの向上 
                                  ●情報の提供，共有化の促進 
                                  ●快適な移動環境の確保 
  定住環境・資源・来訪者    情報の共有と協働体制の整備    ●情報収集・共有化の促進 
  満足度を調和させる                       ●行政による情報発信 
  仕組みの創出         利益を還元する仕組みづくり    ●観光収入による 
保全資金の確保 
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○ ○ ○ ○
（注 1 ） 定義・考え方について，特に考え方を示している場合は斜字体で表記している。なお，定義・考え方には「まち
づくり観光」や「観光地域づくり」と表現しているものも含んでいる。
（注 2 ） 1 つの定義・考え方に複数の図書・論文がある場合，最上段の図書・論文が初出であり，2 行目以降は定義・考
え方を引用していることを示す。また，図書・論文名の副題は特別な場合を除いて省略している。
（注 3 ） 凡例の①～④は観光まちづくりの要素（①地域社会が主体になる，②地域資源を活用する，③交流を促進する，④
まちの魅力や活力を高める）を示し，定義や考え方に要素が含まれている場合は○と表記している。
【別表】先行研究における観光まちづくりの定義や考え方（その6）
??から?た??まちづくり??の??と??
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